
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　挿入すべき挿入情報を記憶した情報蓄積装置と、情報挿入要求者によって所有され前記
挿入情報の挿入を要求する情報挿入要求信号を出力する情報処理装置と、通信事業者によ
って所有され、通信サービスを提供するとともに、当該通信サービスの発側の利用者が保
持する発側通信機器、当該通信サービスの着側の利用者が保持する着側通信機器、前記情
報蓄積装置、及び前記情報処理装置を相互に接続する通信ネットワークと、を含んで構成
された情報挿入サービス提供システムであって、
　前記通信ネットワークが、
　前記情報処理装置から送信された又は前記情報挿入要求者から提示された情報挿入要求
を受信する要求受信手段と、受信した情報挿入要求に基づいて、挿入するべき挿入情報を
決定する決定手段と、決定した挿入情報を前記情報蓄積装置から取得する取得手段と、取
得した挿入情報を前記発側通信機器及び前記着側通信機器に挿入する挿入手段とを備え、
　

　ことを特徴とする情報挿入サービス提供システム。
【請求項２】
　挿入すべき挿入情報を記憶した情報蓄積装置と、情報挿入要求者によって所有され前記
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前記挿入手段は、
　発側利用者に関する発側利用者情報及び着側利用者に関する着側利用者情報に基づいて
、挿入タイミングとして、発側通信機器と着側通信機器との間の通信の呼び出し中、通信
中、又は通信終了時の何れかを決定し、決定したタイミングで挿入する、



挿入情報の挿入を要求する情報挿入要求信号を出力する情報処理装置と、通信事業者によ
って所有され、通信サービスを提供するとともに、当該通信サービスの発側の利用者が保
持する発側通信機器、当該通信サービスの着側の利用者が保持する着側通信機器、前記情
報蓄積装置、及び前記情報処理装置を相互に接続する通信ネットワークと、を含んで構成
された情報挿入サービス提供システムにおける前記挿入情報の挿入に係る情報挿入方法で
あって、
　前記通信ネットワークが、前記情報処理装置から送信された又は前記情報挿入要求者か
ら提示された情報挿入要求を受信する要求受信工程と、前記通信ネットワークが、受信し
た情報挿入要求に基づいて、挿入するべき挿入情報を決定する決定工程と、前記通信ネッ
トワークが、決定した挿入情報を前記情報蓄積装置から取得する取得工程と、前記通信ネ
ットワークが、取得した挿入情報を前記発側通信機器及び前記着側通信機器に挿入する挿
入工程とを有し、
　

　ことを特徴とする情報挿入方法。
【請求項３】
　挿入すべき挿入情報を記憶した情報蓄積装置、及び情報挿入要求者によって所有され前
記挿入情報の挿入を要求する情報挿入要求信号を出力する情報処理装置とともに情報挿入
サービス提供システムを構成し、
　通信事業者によって所有され、通信サービスを提供するとともに、当該通信サービスの
発側の利用者が保持する発側通信機器、当該通信サービスの着側の利用者が保持する着側
通信機器、前記情報蓄積装置、及び前記情報処理装置を相互に接続する通信ネットワーク
であって、
　前記情報処理装置から送信された又は前記情報挿入要求者から提示された情報挿入要求
を受信する要求受信手段と、受信した情報挿入要求に基づいて、挿入するべき挿入情報を
決定する決定手段と、決定した挿入情報を前記情報蓄積装置から取得する取得手段と、取
得した挿入情報を前記発側通信機器及び前記着側通信機器に挿入する挿入手段とを備え、
　

　ことを特徴とする通信ネットワーク。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、情報挿入サービス提供システム、情報挿入方法及び通信ネットワークに係り、
より詳しくは、挿入すべき挿入情報を記憶した情報蓄積装置と、情報挿入要求者によって
所有され挿入情報の挿入を要求する情報挿入要求信号を出力する情報処理装置と、通信事
業者によって所有され、通信サービスを提供するとともに、当該通信サービスの発側の利
用者が保持する発側通信機器、当該通信サービスの着側の利用者が保持する着側通信機器
、前記情報蓄積装置、及び前記情報処理装置を相互に接続する通信ネットワークと、を含
んで構成された情報挿入サービス提供システム、当該情報挿入サービス提供システムにお
ける挿入情報の挿入に係る情報挿入方法、並びに当該情報挿入サービス提供システムを構
成する通信ネットワークに関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来の通信ネットワークにおいて、広告情報等を通話前に挿入することは例えば米国のＡ
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前記挿入工程では、
　前記通信ネットワークが、発側利用者に関する発側利用者情報及び着側利用者に関する
着側利用者情報に基づいて、挿入タイミングとして、発側通信機器と着側通信機器との間
の通信の呼び出し中、通信中、又は通信終了時の何れかを決定し、決定したタイミングで
挿入する、

前記挿入手段は、
　発側利用者に関する発側利用者情報及び着側利用者に関する着側利用者情報に基づいて
、挿入タイミングとして、発側通信機器と着側通信機器との間の通信の呼び出し中、通信
中、又は通信終了時の何れかを決定し、決定したタイミングで挿入する



Ｔ＆Ｔ社において実例があるが、この例では聞きたくない内容を聞かないと通話が出来な
いという点で利用者の評判は芳しくなかったと言われている。一般に情報挿入要求者が情
報を配信するには独自の手段で通信サービス利用者を惹きつけ、独自に通信ネットワーク
を利用して情報を配信しなければならなかった。また、配信する情報は主に単独で配信さ
れ、利用者間の通信や利用者の属性情報を考慮して情報を組み合わせて配信することは行
われていない。
【０００３】
例えば、利用者は広告等の情報をＷＥＢ検索時等にて随時受信することはあるが、利用者
間にて通話中に情報を受信することはない。また、利用者は配信された情報を受信する際
、情報が有益であるかどうかにかかわらず、自己にとって必要か否かにかかわらず受信完
了まで待たなければならない。また、利用者の機器間による通信と情報の受信とは主に独
立して行われており、利用者が情報の受信を意図せずとも行われてしまうこともあり、場
合によっては迷惑になることもある。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
従来の通信ネットワークでは上記のように、通信事業者と情報挿入要求者との間の連携は
行われておらず、情報挿入要求者が配信対象の利用者を検索して選択し、独自に通信ネッ
トワークを用いて情報を配信するという方法をとっていたため、情報挿入要求者の負担が
大きかった。また、情報を受信する利用者にとっても、情報が有益であるかどうかにかか
わらず当該情報の受信完了を待たなければならない。また、情報の受信を意図していない
時に受信することにより情報受信行為自体が利用者にとって迷惑なものとなる可能性もあ
る。
【０００５】
本発明は、上記課題を解決するために成されたものであり、情報挿入要求者からの情報挿
入の要求を通信事業者が受け付けた後、情報挿入の処理を全て通信ネットワーク側で行う
仕組みを提供することにより情報挿入要求者と情報受信者両者の負担を軽減することがで
きる情報挿入サービス提供システム、情報挿入方法及び通信ネットワークを提供すること
を目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　上記目的を達成するために、本発明に係る情報挿入サービス提供システムは、挿入すべ
き挿入情報を記憶した情報蓄積装置と、情報挿入要求者によって所有され前記挿入情報の
挿入を要求する情報挿入要求信号を出力する情報処理装置と、通信事業者によって所有さ
れ、通信サービスを提供するとともに、当該通信サービスの発側の利用者が保持する発側
通信機器、当該通信サービスの着側の利用者が保持する着側通信機器、前記情報蓄積装置
、及び前記情報処理装置を相互に接続する通信ネットワークと、を含んで構成された情報
挿入サービス提供システムであって、前記通信ネットワークが、前記情報処理装置から送
信された又は前記情報挿入要求者から提示された情報挿入要求を受信する要求受信手段と
、受信した情報挿入要求に基づいて、挿入するべき挿入情報を決定する決定手段と、決定
した挿入情報を前記情報蓄積装置から取得する取得手段と、取得した挿入情報を前記発側
通信機器及び前記着側通信機器に挿入する挿入手段とを備え、

ことを特徴とする。
【０００７】
　即ち、通信ネットワークに設けられた要求受信手段が、通信事業者によって所有された
情報処理装置から送信された又は情報挿入要求者から提示された情報挿入要求を受信する
と、決定手段が情報挿入要求に基づいて、挿入するべき挿入情報を決定し、取得手段が前
記決定した挿入情報を情報蓄積装置から取得し、そして、挿入手段が前記取得した挿入情
報を発側通信機器及び着側通信機器に挿入する。これにより、情報挿入要求者からの情報
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前記挿入手段は、発側利用
者に関する発側利用者情報及び着側利用者に関する着側利用者情報に基づいて、挿入タイ
ミングとして、発側通信機器と着側通信機器との間の通信の呼び出し中、通信中、又は通
信終了時の何れかを決定し、決定したタイミングで挿入する、



挿入の要求を通信事業者が受け付けた後、情報挿入の処理を全て通信ネットワーク側で行
う仕組みを提供することができる。このため、情報挿入要求者にとって、独自に配信対象
の利用者を選択し通信ネットワークを用いて情報を配信するという従来の方式よりも、負
担を軽減することができる。
　

【０００８】
また、決定手段が、情報挿入要求に加え、発側利用者に関する発側利用者情報及び着側利
用者に関する着側利用者情報に基づいて、挿入情報を決定するよう構成することが望まし
い。ここでの発側利用者情報、着側利用者情報としては、利用者との契約時に申込み書等
により利用者から提示された情報及び通信事業者との間で利用者が合意した事項に関する
情報と、契約後に利用者からの要求で追加登録や変更された情報との両方を含むものとす
る。例えば、利用者の性別、年齢、自宅住所、勤務先住所、職業、趣味、選択したサービ
スの種類、希望するコンテンツのジャンル、料金プラン等の情報が挙げられる。このよう
に発側利用者情報及び着側利用者情報に基づいて挿入情報を決定するよう構成することに
より、利用者の趣向に応じて、利用者が欲する情報又は利用者にとって有益な情報を挿入
情報として提供することが可能となる。また、個人情報を保護する観点、複数の情報挿入
要求者へ個々に個人情報を預託しなくてもよい点から、利用者の利便性が向上している。
【００１１】
上記のような本発明は、さまざまな種類の通信ネットワークの形態や通信方式に適用する
ことができ、挿入対象となる挿入情報もさまざまな種類のデータに適用することができる
。
【００１２】
即ち、本発明に係る通信ネットワークの形態は、移動体通信網、総合ディジタル通信網、
パーソナルハンディフォンシステム用通信網、又はインターネット網の何れであってもよ
い。
【００１３】
また、挿入情報は、音声情報、非音声情報、又は音声情報と非音声情報とを融合した情報
の何れであってもよい。
【００１４】
また、通信ネットワークにおける通信方式は、回線交換方式、パケット通信方式、ＩＰ（
インターネット・プロトコル）通信方式の何れか１つ又は２つ以上の併用であってもよい
。
【００１５】
さらに、通信ネットワークにおける通信方式が、上述した２つ以上の併用である場合、通
信サービスにて使用される通信方式と挿入情報の挿入にて使用される通信方式とを、挿入
情報の種類に応じて、独立に設定してもよい。例えば、挿入情報が非音声情報である場合
、通話を回線交換方式により行う一方、当該非音声情報の挿入についてはパケット通信方
式により行うといった方法を用いることが出来る。
【００１６】
もちろん、挿入情報を配信した利用者に対して、情報の挿入に要した通信料金を無料化し
たり、割引したり、プリペイド残額を加算するなどの課金面における優遇処理を併用する
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また、挿入手段は、発側利用者に関する発側利用者情報及び着側利用者に関する着側利
用者情報に基づいて、挿入タイミングとして、発側通信機器と着側通信機器との間の通信
の呼び出し中、通信中、又は通信終了時の何れかを決定し、決定したタイミングで挿入す
る。このため、例えば、発側にて着側が応答するまでの空いている時間に挿入情報（広告
情報等）を挿入するなどのサービスを提供することが可能となる。即ち、利用者の機器間
の通信中に情報を挿入することにより、例えば発側が着側からの応答を待っている間に広
告などの情報を挿入し、待ち時間中に見てもらうことで待ち時間を有効に使うことにより
、利用者の迷惑にならない配信方法とすることが可能となる。また、情報の受信を意図し
ていない時に受信することにより情報受信行為自体が利用者にとって迷惑となる不都合を
軽減することができる。



ことで、情報挿入サービスの積極的な利用をさらに促進できることは言うまでも無い。ま
た、通信事業者にとっては情報挿入要求者から手数料をもらうことにより新たな収入源を
発掘することができる。
【００１７】
また、上記通信ネットワークにおいて、前記挿入手段による挿入処理が正常に行われたか
否かを監視する監視手段と、前記挿入処理が正常に行われなかった場合に、所定の異常時
処理を実行するよう制御する異常時制御手段と、前記監視結果として得られる挿入処理状
況に関する実績情報を蓄積する実績蓄積手段と、蓄積された実績情報又は当該実績情報に
基づき求められる課金情報を前記情報挿入要求者に通知する通知手段と、をさらに設けた
構成とすることが望ましい。
【００１８】
即ち、監視手段により、挿入手段による挿入処理が正常に行われたか否かを監視し、挿入
処理が正常に行われなかった場合には、異常時制御手段により所定の異常時処理（例えば
、当該時点での情報挿入要求者への異常発生通知や課金における割引処理など）を実行す
るよう制御する。また、実績蓄積手段により、監視結果として得られる挿入処理状況に関
する実績情報を蓄積しておき、通知手段により、蓄積された実績情報又は当該実績情報に
基づき求められる課金情報を情報挿入要求者に通知する。かかる構成とすれば、挿入処理
が正常に行われなかった場合の処理の円滑化を図ることができ、情報挿入要求者にとって
は、挿入処理状況を把握でき、実際の情報挿入効果を確認することができる。
【００１９】
なお、本発明では、情報挿入要求者と通信事業者とが異なる場合のみならず、これらが同
一である場合にも、適用することができる。
【００２０】
上述した情報挿入サービス提供システムに係る発明は、以下のように情報挿入方法に係る
発明及び通信ネットワークに係る発明として記述することもできる。これらは実質的に同
一の技術的思想に基づくものであり、同様の作用・効果を奏する。
【００２１】
　即ち、本発明に係る情報挿入方法は、挿入すべき挿入情報を記憶した情報蓄積装置と、
情報挿入要求者によって所有され前記挿入情報の挿入を要求する情報挿入要求信号を出力
する情報処理装置と、通信事業者によって所有され、通信サービスを提供するとともに、
当該通信サービスの発側の利用者が保持する発側通信機器、当該通信サービスの着側の利
用者が保持する着側通信機器、前記情報蓄積装置、及び前記情報処理装置を相互に接続す
る通信ネットワークと、を含んで構成された情報挿入サービス提供システムにおける前記
挿入情報の挿入に係る情報挿入方法であって、前記通信ネットワークが、前記情報処理装
置から送信された又は前記情報挿入要求者から提示された情報挿入要求を受信する要求受
信工程と、前記通信ネットワークが、受信した情報挿入要求に基づいて、挿入するべき挿
入情報を決定する決定工程と、前記通信ネットワークが、決定した挿入情報を前記情報蓄
積装置から取得する取得工程と、前記通信ネットワークが、取得した挿入情報を前記発側
通信機器及び前記着側通信機器に挿入する挿入工程とを有し、

ことを特徴とする。
【００２２】
　このとき決定工程では、前記通信ネットワークが、前記情報挿入要求に加え、発側利用
者に関する発側利用者情報及び着側利用者に関する着側利用者情報に基づいて、前記挿入
情報を決定する態様とすることが
【００２３】
なお、情報挿入方法に係る発明においても、通信ネットワークの形態は、移動体通信網、
総合ディジタル通信網、パーソナルハンディフォンシステム用通信網、又はインターネッ
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前記挿入工程では、前記通
信ネットワークが、発側利用者に関する発側利用者情報及び着側利用者に関する着側利用
者情報に基づいて、挿入タイミングとして、発側通信機器と着側通信機器との間の通信の
呼び出し中、通信中、又は通信終了時の何れかを決定し、決定したタイミングで挿入する
、

望ましい。



ト網の何れであってもよい。また、挿入情報は、音声情報、非音声情報、又は音声情報と
非音声情報とを融合した情報の何れであってもよい。さらに、通信ネットワークにおける
通信方式は、回線交換方式、パケット通信方式、ＩＰ通信方式の何れか１つであってもよ
いし、２つ以上の併用であってもよい。なお、通信ネットワークにおける通信方式が、上
記の２つ以上の併用である場合には、前記通信サービスにて使用される通信方式と前記挿
入情報の挿入にて使用される通信方式とを、前記挿入情報の種類に応じて、独立に設定し
てもよい。例えば、挿入情報が非音声情報である場合、通話を回線交換方式により行う一
方、当該非音声情報の挿入についてはパケット通信方式により行うといった方法を用いる
ことが出来る。
【００２４】
もちろん、挿入情報を配信した利用者に対して、情報の挿入に要した通信料金を無料化し
たり、割引したり、プリペイド残額を加算するなどの課金面における優遇処理を併用する
ことで、情報挿入サービスの積極的な利用をさらに促進できることは言うまでも無い。ま
た、通信事業者にとっては情報挿入要求者から手数料をもらうことにより新たな収入源を
発掘することができる。
【００２５】
また、情報挿入方法に係る発明では、前記通信ネットワークが、前記挿入工程での挿入処
理が正常に行われたか否かを監視する監視工程と、前記挿入処理が正常に行われなかった
場合に、前記通信ネットワークが、所定の異常時処理を実行するよう制御する異常時制御
工程と、前記通信ネットワークが、前記監視結果として得られる挿入処理状況に関する実
績情報を蓄積する実績蓄積工程と、前記通信ネットワークが、蓄積された実績情報又は当
該実績情報に基づき求められる課金情報を前記情報挿入要求者に通知する通知工程と、を
さらに有する構成とするのが望ましい。
【００２６】
即ち、通信ネットワークが、監視工程にて挿入処理が正常に行われたか否かを監視し、挿
入処理が正常に行われなかった場合には異常時制御工程にて、所定の異常時処理（例えば
、当該時点での情報挿入要求者への異常発生通知や課金における割引処理など）を実行す
るよう制御する。また、実績蓄積工程では、監視結果として得られる挿入処理状況に関す
る実績情報を蓄積しておき、通知工程にて、蓄積された実績情報又は当該実績情報に基づ
き求められる課金情報を情報挿入要求者に通知する。かかる方法によれば、挿入処理が正
常に行われなかった場合の処理の円滑化を図ることができ、情報挿入要求者にとっては、
挿入処理状況を把握でき、実際の情報挿入効果を確認することができる。
【００２７】
なお、この情報挿入方法に係る発明でも、情報挿入要求者と通信事業者とが異なる場合の
みならず、これらが同一である場合にも、適用することができる。
【００２８】
　次に、本発明を通信ネットワークに係る発明として記述すると、以下のようになる。即
ち、本発明に係る通信ネットワークは、挿入すべき挿入情報を記憶した情報蓄積装置、及
び情報挿入要求者によって所有され前記挿入情報の挿入を要求する情報挿入要求信号を出
力する情報処理装置とともに情報挿入サービス提供システムを構成し、通信事業者によっ
て所有され、通信サービスを提供するとともに、当該通信サービスの発側の利用者が保持
する発側通信機器、当該通信サービスの着側の利用者が保持する着側通信機器、前記情報
蓄積装置、及び前記情報処理装置を相互に接続する通信ネットワークであって、前記情報
処理装置から送信された又は前記情報挿入要求者から提示された情報挿入要求を受信する
要求受信手段と、受信した情報挿入要求に基づいて、挿入するべき挿入情報を決定する決
定手段と、決定した挿入情報を前記情報蓄積装置から取得する取得手段と、取得した挿入
情報を前記発側通信機器及び前記着側通信機器に挿入する挿入手段とを備え、

ことを特徴と
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前記挿入手
段は、発側利用者に関する発側利用者情報及び着側利用者に関する着側利用者情報に基づ
いて、挿入タイミングとして、発側通信機器と着側通信機器との間の通信の呼び出し中、
通信中、又は通信終了時の何れかを決定し、決定したタイミングで挿入する



する。
【００２９】
　このとき決定手段は、前記情報挿入要求に加え、発側利用者に関する発側利用者情報及
び着側利用者に関する着側利用者情報に基づいて、前記挿入情報を決定する構成とするこ
とが
【００３０】
また、上記通信ネットワークにおいて、前記挿入手段による挿入処理が正常に行われたか
否かを監視する監視手段と、前記挿入処理が正常に行われなかった場合に、所定の異常時
処理を実行するよう制御する異常時制御手段と、前記監視結果として得られる挿入処理状
況に関する実績情報を蓄積する実績蓄積手段と、蓄積された実績情報又は当該実績情報に
基づき求められる課金情報を前記情報挿入要求者に通知する通知手段と、をさらに設けた
構成とすることが望ましい。
【００３１】
なお、この通信ネットワークに係る発明でも、情報挿入要求者と通信事業者とが異なる場
合のみならず、これらが同一である場合にも、適用することができる。
【００３２】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の一実施形態を図面に基づいて詳細に説明する。
【００３３】
図１は、本発明を適用した情報挿入サービス提供システム１の全体構成を示す図である。
本実施形態における通信ネットワークの形態は、一例として、移動体通信網とする。また
、本実施形態において挿入する情報としては広告等の宣伝情報を想定し、通信の種類とし
ては音声による通話を想定する。なお、本実施形態では、広告情報の挿入は通信開始前に
発側及び着側の通信機器に挿入され、着側の応答により広告情報の表示が終了し通話が開
始されるサービスを想定する。図１における記号で、発Ｕは通信ネットワーク２の利用者
であり通信時の発側ユーザである。着Ｕは通信ネットワーク２の利用者であり着側ユーザ
である。また、発Ｅは発Ｕの使用する通信機器、着Ｅは着Ｕの使用する通信機器であり、
これら通信機器としては、例えば携帯電話、モバイル端末等が挙げられる。
【００３４】
図１に示すように、情報挿入サービス提供システム１は、情報挿入要求者の所有する情報
処理装置５０、通信事業者の所有する通信ネットワーク２内に設けられた情報管理局１０
、サービス制御局２０、情報転送装置３０、通信事業者の所有する情報蓄積装置４０、及
び複数の通信機器（発Ｅ、着Ｅ）を含んで構成されている。情報管理局１０と情報処理装
置５０間は回線等の情報伝送手段により接続されている。また、発Ｅ及び着Ｅは情報転送
装置３０と、情報転送装置３０は情報管理局１０及びサービス制御局２０と、サービス制
御局２０は情報管理局１０と、情報管理局１０は情報蓄積装置４０と、それぞれ情報伝送
手段により接続されている。
【００３５】
図１では、情報挿入要求者の所有する情報処理装置５０及び情報蓄積装置４０は一つだけ
示されているが、一般には複数存在する。また、情報蓄積装置４０の設置場所は通信ネッ
トワーク２の内外を問わない。情報蓄積装置４０の設置場所が通信ネットワーク２内であ
る場合は、情報処理装置５０からの情報挿入要求時に挿入情報も同時に情報管理局１０に
送信され、網内の情報蓄積装置４０に保持される。情報蓄積装置４０の設置場所が通信ネ
ットワーク２の外部である場合は、情報処理装置５０からの情報挿入要求時に情報蓄積装
置４０の場所及び挿入情報の取得方法（情報蓄積装置４０へのパス識別子や取得許可ＩＤ
などの配布等）が情報管理局１０に通知される。また、情報蓄積装置４０が情報処理装置
５０と同一であってもよく、その際の処理は以下同様に扱う。
【００３６】
なお、本実施形態においては、情報挿入要求者が自己の情報処理装置５０により情報挿入
要求信号を通信ネットワーク２へ発信することを想定している。情報挿入要求者が電話や
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書類等の手段により情報挿入要求を行う場合は、網内にて情報挿入要求信号が生成され、
当該情報挿入要求信号に対応する挿入情報が網内の情報蓄積装置４０に保持される。
【００３７】
図２は、通信時における情報挿入を実現する手順を示している。本実施形態に係る通信時
における情報挿入方法の概要は、以下の通りである。
【００３８】
図２に示すように、情報処理装置５０からの情報挿入要求を情報管理局１０が受け付ける
と（ステップ (1)）、情報管理局１０は、挿入するべき情報（挿入情報）を属性分けし、
当該挿入情報を保持した情報蓄積装置４０との通信手段を確立する。
【００３９】
通信サービスの利用者である発Ｕが着Ｕと通話するとき、発Ｕが保持する発Ｅから情報転
送装置３０に対し発呼する（ステップ (2)）。情報転送装置３０はステップ (2)における発
呼情報を基に発Ｅ及び着Ｅの呼出し番号をサービス制御局２０に通知する（ステップ (3)
）。ここでサービス制御局２０は、発側及び着側の呼出し番号から発Ｕ及び着Ｕの各々に
関する個人情報（例えば位置情報を含む）とサービス契約により得られた情報とを情報管
理局１０に通知する（ステップ (4)）。
【００４０】
情報管理局１０は、発側及び着側に関する前記情報を基に発側と着側に配信するべき情報
（挿入情報）を選択し、情報蓄積装置４０に対し当該選択された挿入情報を情報管理局１
０に転送するよう要求する（ステップ (5)）。これに対し情報蓄積装置４０は、情報管理
局１０から要求された挿入情報を転送する（ステップ (6)）。
【００４１】
情報管理局１０が、ステップ (6)により得た挿入情報を情報転送装置３０に転送すると（
ステップ (7)）、情報転送装置３０は当該挿入情報を発側の通信機器（発Ｅ）及び着側の
通信機器（着Ｅ）に転送し、発Ｅ及び着Ｅは、それぞれ発Ｕ、着Ｕに対し挿入情報を出力
する（例えば、挿入された画像情報の表示や音声情報の出力を行う）。ここで、情報転送
装置３０は、着側の通信機器着Ｅに対し、挿入情報の配信と同時に呼出し通知を行う（ス
テップ (8)-（ａ）、 (8)-（ｂ））。
【００４２】
着Ｅが応答すると、応答信号が着Ｅから情報転送装置３０に通知される（ステップ (9)）
。情報転送装置３０は着側の応答信号を情報管理局１０に通知する（ステップ (10)）。情
報管理局１０は、情報挿入終了信号を情報転送装置３０に通知す
る（ステップ (11)）。情報転送装置３０は、情報挿入終了信号を発Ｅ及び着Ｅに転送して
、通話を開始する（ステップ (12)-（ａ）、 (12)-（ｂ））。
【００４３】
そして、情報管理局１０は、発Ｕ及び着Ｕに対し通信料金の割引や無料通信料金の加算、
プリペイド加算や上述した情報挿入に要した通信料金の無料化等の課金面における優遇処
理を行うようサービス制御局２０に指示する（ステップ (13)）。
【００４４】
上記実施形態においては、情報挿入を通信開始前（呼出し中）に行うことを想定したが、
ステップ (7)及びステップ (8)における情報挿入信号とステップ (11)及び (12)における情報
挿入終了信号を通信機器（発Ｅ、着Ｅ）に転送するタイミングを変更することにより、通
話中に情報挿入を行うことも容易に変更可能である。また、通話終了時に通信機器から発
せられた通話終了信号を受信した情報転送装置３０が情報管理局１０に終了を通知するこ
とで、通話終了後に情報挿入信号を発信し、通話終了後に情報挿入を行うことも可能であ
る。
【００４５】
また、通信を行う際、呼出し時に情報を挿入し着側応答後もさらに１０秒情報を挿入しつ
づけ、その後に通信を開始するといった動作も提供できる。また、情報挿入信号を発側の
みに転送することにより、情報挿入を発側のみに実施することも可能であり、情報挿入信
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号を着側のみに転送することにより、情報挿入を着側のみに実施することも可能である。
【００４６】
また、上記例においては情報挿入処理が正常に完了した場合について説明したが、情報管
理局１０が挿入要求信号を発信し情報挿入処理をしている最中に発Ｅと通信ネットワーク
間との接続が切断された場合は、課金面における処理をサービス制御局２０と情報管理局
１０間で連携し、通常の割引よりも割引率を少なくするなどの特殊な処理を行うことによ
って不完全に情報挿入処理が終わった場合も対処することができる。
【００４７】
また、通信ネットワーク内に、情報挿入処理の処理状況に関する実績情報を蓄積する実績
蓄積装置を設け、該実績蓄積装置により蓄積された実績情報又は当該実績情報に基づき求
められる課金情報を、月末などの所定タイミングで又は随時、情報挿入要求者に通知する
ことが望ましい。かかる構成とすれば、挿入処理が正常に行われなかった場合の処理の円
滑化を図ることができ、情報挿入要求者にとっては、挿入処理状況を把握でき、実際の情
報挿入効果を確認することができる。
【００４８】
また、発Ｕが挿入情報を一つだけでなくさらに入手したい場合も考えられるが、そのとき
は、発Ｅから挿入情報の追加を要求する信号を通信ネットワークに発し、情報転送装置３
０から情報管理局１０に信号を転送し、情報管理局１０が、追加すべき挿入情報を情報蓄
積装置４０から取得した後、発Ｅに転送することにより対処することができる。但し、挿
入情報を追加した際、課金面における優遇処理を通常の優遇処理よりも有利にするといっ
た制御が必要となる。そこで、情報管理局１０は挿入情報を追加したことを記録し、図２
のステップ (13)における課金面の優遇率を高くするようにサービス制御局２０に要求する
ことにより対処する。なお、追加すべき挿入情報が発Ｅに最初に転送した挿入情報と関連
があり、発Ｕが関連情報として追加すべき挿入情報を入手したい場合は、発Ｕが挿入情報
を指定する手段を設け、発Ｅから通信ネットワーク内に要求信号を発することにより、情
報管理局１０は、指定された情報を情報蓄積装置４０から取得して挿入要求信号を発する
ことにより解決できる。
【００４９】
次に、図３、図４を用いて本発明の特徴である、通信時における情報挿入方式における情
報管理局１０及びサービス制御局２０の動作を順に説明する。
【００５０】
まず、図３に示す情報管理局１０における内部構成及び動作を説明する。情報管理局１０
は、遠隔制御装置１６、挿入情報選定部１４及び情報挿入制御部１２を含んで構成されて
おり、情報挿入制御部１２が遠隔制御装置１６及び挿入情報選定部１４を管理している。
このうち遠隔制御装置１６は、通信ネットワーク２内における各装置、サービス制御局２
０、情報転送装置３０を遠隔制御する際の制御全体を管理する部分であり、各装置への問
い合わせが必要な場合には、この遠隔制御装置１６を通して問い合わせが行われる。また
、挿入情報選定部１４にはサービス制御局２０から通知された通信サービス利用者の発Ｕ
及び着Ｕに関する個人情報やサービス契約情報を基に、それぞれの保有する発Ｅ、着Ｅに
挿入するべき挿入情報を選定する機能を持つ。
【００５１】
情報挿入制御部１２には、情報挿入要求者が保持する情報処理装置５０から発せられた情
報挿入要求信号が通知される。または、情報挿入要求者からの書面や電話等による情報挿
入依頼を通信事業者によって網内にて変換された情報挿入要求信号が通知される。また、
情報挿入制御部１２は、情報挿入信号及び情報挿入終了信号・利用者間の通信開始命令信
号を情報転送装置３０に対し発する機能を持つ。
【００５２】
図３に記述された情報管理局１０の各構成部と外部装置との連携による動作の詳細を以下
に示す。また、図２に示した動作ステップとの関連も示す。
【００５３】
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▲１▼情報処理装置５０からの情報挿入要求信号を情報挿入制御部１２が受理する（図２
のステップ (1)対応）。
【００５４】
▲２▼発Ｅからの発呼情報に基づいたサービス制御局２０からの発Ｕ及び着Ｕの個人情報
及びサービス系客情報の通知を遠隔制御装置１６が受理し、情報挿入制御部１２に通知す
る（図２のステップ (4)対応）。
【００５５】
▲３▼情報挿入制御部１２は、発Ｕ及び着Ｕの個人情報及びサービス契約情報を基に、挿
入すべき挿入情報を選定するよう挿入情報選定部１４に指示する。
【００５６】
▲４▼挿入情報選定部１４は、選定した挿入情報を保持する情報蓄積装置４０から当該挿
入情報を取得し、情報挿入制御部１２に渡す（図２のステップ (5)対応）。
【００５７】
▲５▼情報挿入制御部１２は、発Ｅ及び着Ｅにそれぞれ挿入情報を挿入するための情報挿
入信号を発信して、着Ｅに対し呼出し処理を開始するよう情報転送装置３０に指示し、情
報転送装置３０は各通信機器に対し情報挿入制御部１２から命令された処理を行う（図２
のステップ (7)対応）。
【００５８】
▲６▼着Ｅからの応答信号を受信した情報転送装置３０からの応答通知が、遠隔制御装置
１６を通して情報挿入制御部１２に通知される（図２のステップ (10)対応）。
【００５９】
▲７▼情報挿入制御部１２は、遠隔制御装置１６を通して情報転送装置３０に対して、情
報挿入終了信号を発Ｅ及び着Ｅに発して通信を開始するよう指示する（図２のステップ (1
1)対応）。
【００６０】
▲８▼情報挿入制御部１２は、遠隔制御装置１６を通してサービス制御局２０に対して、
発Ｕ及び着Ｕに対する課金処理を施すよう指示する（図２のステップ (13)対応）。
【００６１】
このうち上記動作▲１▼では、情報挿入要求信号が情報処理装置５０により発せられると
仮定しているが、書類または電話等による要求の場合は、網内にて情報挿入要求信号に変
換され情報挿入制御部１２に通知される、という動作内容に変更される。
【００６２】
また、上記動作では通信開始前に情報が挿入されることを仮定しているが、通信中または
通信終了後に情報挿入処理を行う場合は、上記動作▲５▼～▲７▼において情報挿入制御
部１２は情報挿入要求信号及び情報挿入終了信号を発信するタイミングを通信中または通
信終了後に変更することにより達成される。
【００６３】
次に、図４を用いてサービス制御局２０における内部構成及び動作を説明する。サービス
制御局２０は図４に示すように、加入者情報制御部２４、加入者情報記憶装置２６及び課
金制御管理部２２を含んで構成されている。加入者情報記憶装置２６には、通信サービス
利用者の個人情報及びサービス契約に基づき利用者が通信事業者に提供した情報が記憶さ
れている。加入者情報制御部２４には、情報転送装置３０から発呼情報に基づく発Ｅ及び
着Ｅの識別番号（ＩＤ）が通知され、加入者情報制御部２４はそれらのＩＤを基に、これ
ら通信機器を保有する発Ｕ及び着Ｕの個人情報・サービス契約情報を加入者情報記憶装置
２６から取得して、情報管理局１０に通知する。課金制御管理部２２は、通信サービス利
用者の通信利用に対する課金処理を施す機能を持つ。
【００６４】
以上を踏まえ、図４に示す情報管理局１０の各構成部と外部装置との連携による動作を詳
細に説明する。また、図２に示した動作ステップとの関連も示す。
【００６５】
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▲１▼情報転送装置３０から発Ｅ及び着ＥのＩＤが、加入者情報制御部２４に対し通知さ
れる（図２のステップ (3)対応）。
【００６６】
▲２▼加入者情報制御部２４は、動作▲１▼における発Ｅ及び着ＥのＩＤを基に、それぞ
れの通信機器を有する発Ｕ及び着Ｕの個人情報及びサービス契約情報を加入者情報記憶装
置２６から取得する。
【００６７】
▲３▼加入者情報制御部２４は、動作▲２▼により取得した発Ｕ及び着Ｕの個人情報を情
報管理局１０に転送する（図２のステップ (4)対応）。
【００６８】
▲４▼課金制御管理部２２は、情報管理局１０から依頼された発Ｕ及び着Ｕに対する情報
挿入サービスの利用に対する課金面での優遇処理を施す（図２のステップ (13)対応）。
【００６９】
以上のような本実施形態によれば、情報挿入要求者は通信事業者に対し情報挿入を要求す
ることにより、情報挿入の処理は通信事業者に委託される。情報は単独で配信されるので
なく利用者間の通信時に挿入されることや、課金面における優遇処理を施すことによりス
パムメールのような迷惑な広告配信との差異を打ち出すことができ、通信利用者にとって
受け入れやすくなる。このため、従来からの情報配信よりも効果が高いことが期待される
。
【００７０】
一方、通信事業者は情報挿入要求者から手数料をもらうことにより新規収入源を獲得する
ことが出来る。また、通信利用者は本サービスにより通信料金の低減を期待することがで
きる。上記にて記したように、情報挿入要求者、通信事業者、通信サービス利用者の三者
にとって本発明に基づくサービスにより三者それぞれに顕著な利点をもたらすことができ
る。
【００７１】
ところで、上記実施形態において、挿入すべき挿入情報としては、音声情報・非音声情報
・これらの混合型情報の３通りの形式が考えられる。音声情報としては、音声、ＭＩＤＩ
ファイル、ＭＰ３ファイル等の音源ファイルが挙げられ、非音声情報としては、文字、画
像、動画、プログラム等が挙げられ、混合型情報としては、音声付き画像や音声付き動画
、音声付テキスト、音声付きプログラム等が挙げられるが、どの情報であっても構わない
ものとする。
【００７２】
また、通信ネットワーク及び通信ネットワークと通信機器との間の通信方式についても、
回線交換方式のみサポートしている場合、パケット通信方式のみサポートしている場合、
ＩＰ通信方式のみサポートしている場合、これらの２つ以上をサポートしている場合が考
えられる。この際、通話の際に利用する通信方式と、挿入情報を送信する通信方式とは、
同一であっても別の通信方式を利用しても良いものとする。例えば、回線交換方式とパケ
ット通信方式の両方の通信方式をサポートする通信ネットワークと通信機器において、挿
入すべき情報が非音声情報である場合、通話を回線交換方式により行い、当該非音声情報
の挿入をパケット通信方式により行うという方法を用いることが出来る。
【００７３】
上記例では、情報管理局１０が情報を挿入するための呼制御を行っていたが、情報管理局
１０の代わりにサービス制御局２０が呼制御を行うという実施形態も考えられる。このと
き、図２においてステップ (6)までの処理以降の情報挿入処理は情報管理局１０の代わり
にサービス制御局２０が行うことになる。
【００７４】
課金処理機能を持つサービス制御局２０が呼制御を行うことにより、情報挿入処理が完了
しないまま通信が切断された場合や挿入情報を追加した場合の課金処理に対し柔軟に対処
できる。情報管理局が呼制御を行う実施形態においてもサービス制御局と情報管理局が連
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携することにより対処可能であることは先述した通りである。
【００７５】
なお、上記実施形態は本発明の実施態様の一例を示したものであり、本発明はこれに限定
されるべきものではないことはいうまでもない。
【００７６】
例えば、本発明に係る通信ネットワークを総合ディジタル通信網（ＩＳＤＮ）またはパー
ソナルハンディフォンシステム（ＰＨＳ）用通信網に適用することも可能である。通信ネ
ットワークとしてＰＨＳ網に適用するには、移動体通信網における上記実施形態とほぼ同
様の方式で情報挿入サービスを提供するシステムを実現することができる。ただし、通信
ネットワークとしてＩＳＤＮ網に適用するには、移動体通信網やＰＨＳ網とは違い通信機
器を個人が保有しているよりも世帯で共有している可能性が高いため、挿入する情報を選
定するための個人情報・サービス契約情報は移動体通信網やＰＨＳ網の場合と大きく異な
ることを考慮する必要がある。
【００７７】
また、通信ネットワークがインターネットであり Voice over IP（以下 VoIPと略す）技術
により通話を行う場合についても本発明を適用可能である。このとき、セッション管理を
行うプロトコル（ Session Initiation Protoco1（ＳＩＰ）．［ＩＥＴＦ］，Ｈ．３２３
［ＩＴＵ－Ｔ］等）を用いることで通信開始前・通信中・通信終了後のいずれのタイミン
グにおいても情報を挿入することが可能である。また、この例における挿入する挿入情報
は、音声・音楽等の音声情報と画像・動画・テキスト等の非音声情報のどちらでもよく、
またこれら両方を同時に挿入することも可能である。特にパーソナルコンピュータ（以下
ＰＣ）を通信機器として利用する場合、移動体通信網やＩＳＤＮ網、ＰＨＳ網にて用いら
れる通信機器よりも一般にＰＣは様々な情報を大量に扱えるため、挿入情報は様々な形態
にて利用可能である。
【００７８】
【発明の効果】
以上、詳細に説明した如く本発明によれば、情報挿入要求者からの情報挿入の要求を通信
事業者が受け付けた後、情報挿入の処理を全て通信ネットワーク側で行う仕組みを提供す
ることができるので、情報挿入要求者にとって、独自に配信対象の利用者を選択し通信ネ
ットワークを用いて情報を配信するという従来の方式よりも、負担を軽減することができ
る。
【００７９】
また、発側利用者情報及び着側利用者情報に基づいて挿入情報を決定するよう構成するこ
とにより、利用者の趣向に応じて、利用者が欲する情報又は利用者にとって有益な情報を
挿入情報として提供することが可能となる。また、個人情報を保護する観点、複数の情報
挿入要求者へ個々に個人情報を預託しなくてもよい点から、利用者の利便性が向上してい
る。
【００８０】
また、発側通信機器と着側通信機器との間の通信の呼び出し中、通信中、又は通信終了時
の何れかのタイミングで挿入するよう構成することにより、例えば、利用者の機器間の通
信中に情報を挿入することにより、例えば発側が着側からの応答を待っている間に広告な
どの情報を挿入し、待ち時間中に見てもらうことで待ち時間を有効に使うことにより、利
用者の迷惑にならない配信方法とすることが可能となる。
【００８１】
より望ましくは、挿入手段は、発側利用者に関する発側利用者情報及び着側利用者に関す
る着側利用者情報に基づいて、挿入タイミングとして、前記通信の呼び出し中、通信中、
又は通信終了時の何れかを決定し、決定したタイミングで挿入してもよい。これにより、
情報の受信を意図していない時に受信することにより情報受信行為自体が利用者にとって
迷惑となる不都合を軽減することができる。
【図面の簡単な説明】
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【図１】発明の実施形態に係る情報挿入サービス提供システムの全体構成図である。
【図２】情報挿入を実現する手順を示す図である。
【図３】情報管理局の構成及び動作を説明するための図である。
【図４】サービス制御局の構成及び動作を説明するための図である。
【符号の説明】
１…情報挿入サービス提供システム、２…通信ネットワーク、１０…情報管理局、１２…
情報挿入制御部、１４…挿入情報選定部、１６…遠隔制御装置、２０…サービス制御局、
２２…課金制御管理部、２４…加入者情報制御部、２６…加入者情報記憶装置、３０…情
報転送装置、４０…情報蓄積装置、５０…情報処理装置。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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